



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【生没年・没年齢一覧表】    
 
信栄 
信賢 
国信 
信広 
生年 
応永20年（1413） 
応永27年（1420） 
永享10年（1438） 
永享　3年（1431） 
信広生年時の年齢 
19 
12 
― 
― 
 
没年 
永享12年（1440） 
文明　3年（1471） 
延徳　2年（1490） 
明応　3年（1494） 
没年齢 
28 
52 
53 
64
※信栄の没年齢は『武田系図』に記載がないが、その生没年から算出した。 
※信賢の没年齢に関しては、その没年を記した『宗賢卿記』文明３年６月３日条に５２
歳と注記がある。『武田系図』の記述もこれと同じであり、このことは同系図の記載
のある程度の信憑性を示すものであろう。 
※国信の没年は『武田系図』には延徳３年とあるが、延徳２年の誤りであり（『実隆公
記』延徳２年６月２１日条）訂正した。 
 
 
め
て
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
以
上
、
信
広
が
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
の
出
自
で
あ
る
可
能
性
を
、
主
に
生
没
年
お
よ
び
没
年
齢
の
比
較
に
よ
り
検
討
し
て
き
た
が
、
信
広
に
冠
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
検
出
史
料
に
問
題
を
残
す
が
、
信
広
が
信
栄
ら
三
兄
弟
お
よ
び
彼
ら
の
子
息
以
下
を
実
父
と
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
か
ろ
う
じ
て
信
栄
ら
の
父
、
信
繁
を
実
父
と
す
る
可
能
性
の
み
残
さ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
信
広
が
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
の
出
自
で
あ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
「
武
田
信
広
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
を
鎮
定
し
た
」
と
い
う
事
実
に
着
目
し
た
い
。
乱
鎮
定
時
、
信
広
が
鎮
定
者
と
し
て
相
応
し
い
器
量
を
兼
ね
備
え
た
武
将
に
成
長
し
て
い
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
は
す
で
に
前
述
し
た
が
、
は
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
乱
の
鎮
定
者
た
る
資
格
を
満
た
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
思
う
に
、
蜂
起
後
、
道
南
の
数
々
の
館
を
陥
落
さ
せ
た
大
酋
長
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
首
謀
と
す
る
勢
力
は
、
当
時
の
「
和
人
」
（
28
）
勢
力
に
と
っ
て
大
変
驚
異
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
戦
い
の
六
年
前
（
宝
徳
三
年
）
に
故
国
を
出
奔
し
、
三
年
前
（
享
徳
三
年
）
に
渡
道
し
て
在
地
勢
力
の
客
将
と
な
っ
た
ば
か
り
の
人
物
が
、
は
た
し
て
乱
鎮
定
に
多
大
な
功
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
案
ず
る
に
信
広
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
鎮
定
の
中
心
人
物
足
り
え
る
に
は
、
そ
れ
以
前
に
当
該
地
域
に
お
い
て
一
定
の
経
済
的
・
軍
事
的
基
盤
を
確
立
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。
そ
れ
は
四
、
五
年
で
培
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
お
そ
ら
く
は
宝
徳
三
年
よ
り
か
な
り
以
前
に
、
信
広
か
そ
の
前
代
の
人
物
か
は
判
断
し
か
ね
る
が
、
北
方
地
域
に
来
住
し
、
時
間
を
か
け
て
同
地
域
に
お
い
て
独
自
の
勢
力
を
培
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
や
は
り
信
広
は
元
来
北
方
地
域
に
基
盤
を
有
し
た
在
地
勢
力
の
出
身
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
は
る
か
に
合
理
的
で
あ
る
。
す
る
と
前
章
で
示
し
た
③
信
広
＝
蠣
崎
氏
出
自
説
が
急
浮
上
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
残
る
②
信
広
＝
若
狭
国
出
自
説
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
63 松前氏祖武田信広の出自について
第
三
章
　
信
広
＝
若
狭
国
出
自
説
の
検
討
―
若
狭
国
小
守
護
代
武
田
氏
を
出
自
と
す
る
可
能
性
―
本
章
で
は
②
信
広
＝
若
狭
国
出
自
説
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
信
広
の
出
自
に
関
す
る
諸
要
素
を
導
き
出
し
、
そ
れ
ら
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
る
新
た
な
出
自
説
を
提
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。
１
　
②
信
広
＝
若
狭
国
出
自
説
の
再
検
討
ま
ず
は
若
狭
国
出
自
説
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
再
度
確
認
し
よ
う
。
②
信
広
＝
若
狭
国
出
自
説
と
は
、
信
広
が
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
の
出
自
で
あ
る
と
い
う
所
伝
は
否
定
し
、
若
狭
国
か
ら
北
方
地
域
に
流
れ
て
き
た
人
物
で
あ
る
と
す
る
説
で
あ
る
。
同
説
を
主
張
す
る
研
究
者
の
一
人
、
海
保
氏
は
、
実
は
同
氏
著
『
中
世
の
蝦
夷
地
』
（
29
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
松
前
家
の
記
録
で
は
信
広
は
れ
っ
き
と
し
た
武
田
源
氏
・
若
狭
守
護
家
の
直
系
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
頃
の
信
広
は
「
按
す
る
に
信
広
、
此
地
に
来
り
し
事
、
此
辺
及
び
蝦
夷
島
の
名
産
た
る
海
帯
等
を
交
易
し
て
国
に
送
り
し
物
な
る
べ
し
」（『
蝦
夷
島
奇
観
』
付
録
）
と
あ
る
。
要
す
る
に
昆
布
買
い
の
商
人
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
信
広
は
、（
中
略
）
若
狭
守
護
武
田
氏
と
被
官
関
係
に
あ
っ
た
者
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
遠
隔
地
間
交
易
に
従
事
す
る
武
装
商
人
こ
そ
が
、
こ
の
段
階
の
館
主
の
基
本
的
あ
り
方
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
あ
る（30
）
。
す
な
わ
ち
、
海
保
氏
は
『
蝦
夷
島
奇
観
』
付
録（31
）
の
所
伝
を
根
拠
と
し
て
、
信
広
の
前
身
は
若
狭
守
護
武
田
氏
（
＝
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
）
と
被
官
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
遠
隔
地
間
交
易
＝
日
本
海
交
易
に
従
事
す
る
昆
布
商
人
（
武
装
商
人
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
②
説
を
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
指
摘
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
実
は
、
こ
の
海
保
氏
の
説
は
、
同
じ
く
②
説
の
立
場
に
立
つ
入
間
田
氏
に
よ
り
、
引
用
史
料
の
信
憑
性
に
問
題
が
あ
る
な
ど
の
指
摘
が
松前氏祖武田信広の出自について 64
近
年
な
さ
れ
て
い
る（32
）
。
し
か
し
こ
こ
で
想
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
武
田
信
広
を
始
祖
と
す
る
松
前
氏
・
松
前
藩
権
力
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
そ
の
財
政
基
盤
を
本
州
（
和
人
）
と
蝦
夷
地
（
ア
イ
ヌ
）
と
の
交
易
権
を
独
占
・
統
轄
す
る
こ
と
に
求
め
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
財
政
基
盤
を
有
す
る
松
前
藩
の
藩
祖
と
し
て
、「
遠
隔
地
間
交
易
に
従
事
す
る
武
装
商
人
」
を
前
身
と
す
る
信
広
像
は
非
常
に
合
致
す
る
と
思
え
る
の
は
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
財
政
基
盤
を
交
易
権
の
独
占
に
求
め
た
松
前
藩
権
力
の
始
祖
と
さ
れ
る
信
広
が
、
交
易
に
従
事
す
る
商
人
的
な
要
素
を
元
来
有
し
て
い
た
と
い
う
推
定
は
強
ち
無
理
で
は
な
か
ろ
う
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
信
広
渡
道
以
前
か
ら
同
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
交
易
に
順
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
②
説
を
多
少
訂
正
す
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
信
広
は
若
狭
国
出
身
で
、
交
易
、
特
に
日
本
海
交
易
に
従
事
す
る
商
人
的
な
要
素
を
兼
ね
備
え
た
氏
族
を
出
自
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
存
在
が
室
町
期
の
若
狭
国
内
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
の
若
狭
国
入
部
以
前
に
同
国
の
守
護
で
あ
っ
た
一
色
氏
の
も
と
で
小
守
護
代
職
に
就
い
て
い
た
武
田
氏
の
存
在
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
若
狭
国
小
守
護
代
武
田
氏
（
以
下
、「
小
守
護
代
武
田
氏
」
と
だ
け
略
記
す
る
）
が
武
田
信
広
の
出
自
で
あ
る
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
２
　
信
広
＝
小
守
護
代
武
田
氏
出
自
説
の
検
討
ま
ず
小
守
護
代
武
田
氏
と
は
い
か
な
る
存
在
な
の
か
押
さ
え
て
お
こ
う
。
前
述
の
ご
と
く
、
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
の
若
狭
国
入
部
以
前
、
同
国
の
守
護
は
一
色
氏
で
あ
っ
た
。
一
色
氏
は
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
に
若
狭
国
の
守
護
職
を
獲
得
し
て
以
後（33
）
、
永
享
十
二
年
に
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
に
改
変
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
在
職
は
七
〇
年
以
上
に
も
及
ん
だ
。
こ
の
間
一
色
氏
の
当
主
＝
守
護
は
常
時
在
国
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
幕
府
に
出
仕
し
在
京
し
て
い
る
こ
と
の
方
が
多
く
、
代
わ
り
に
守
護
の
代
官
＝
守
護
代
の
小
笠
原
氏
が
在
国
し
政
務
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。
し
か
し
南
北
朝
末
期
頃
に
な
る
と
守
護
代
小
笠
原
氏
も
次
第
に
在
京
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
代
わ
り
と
し
て
在
国
し
政
務
を
行
っ
て
い
た
の
が
小
守
護
代
の
武
田
氏
で
あ
っ
た（34
）
。
65 松前氏祖武田信広の出自について
こ
の
小
守
護
代
武
田
氏
は
、
守
護
代
小
笠
原
氏
と
同
様
に
一
色
氏
の
若
狭
国
守
護
職
就
任
と
同
時
（
＝
貞
治
五
年
）
に
就
任
し
た
と
推
定
さ
れ
、
は
じ
め
に
「
右
京
亮
重
信
（
浄
源
）」
が
そ
の
任
に
あ
っ
た
が
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
に
死
去
し
て
し
ま
い
、
跡
は
子
の
「
左
近
将
監
長
盛
（
寿
恩
）」
が
継
ぎ
、
父
子
二
代
に
わ
た
り
同
国
小
守
護
代
職
と
し
て
一
色
氏
の
若
狭
経
営
の
中
枢
を
担
っ
て
い
た（35
）
。
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
鎌
倉
後
期
か
ら
室
町
中
期
頃
に
か
け
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
若
狭
国
今
富
名
（
現
福
井
県
小
浜
市
）
の
代
々
の
領
主
を
記
し
た
『
若
狭
国
税
所
今
富
名
領
主
代
々
次
第
』
（
36
）
に
あ
る
「
應
永
三
年
正
月
廿
五
日
又
代
浄
源
死
去
之
後
、
子
息
左
近
将
監
長
盛
、
守
護
代
并
地
頭
代
に
て
當
濱
に
住
居
」（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
い
う
記
述
で
あ
る
（
小
守
護
代
武
田
氏
は
今
富
名
の
代
官
も
兼
務
し
て
い
た
）。
こ
の
「
當
濱
」
と
は
小
浜
＝
小
浜
港
（
現
福
井
県
小
浜
市
）
を
さ
し
、
小
守
護
代
武
田
氏
は
小
浜
に
「
住
居
」
し
て
若
狭
一
国
の
政
務
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
小
浜
港
は
南
北
朝
期
以
降
に
栄
え
た
日
本
海
側
有
数
の
要
港
で
あ
る
。
同
地
に
「
住
居
」
し
た
小
守
護
代
武
田
氏
も
、
国
政
を
執
る
傍
ら
日
本
海
交
易
に
関
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
当
時
す
で
に
鎌
倉
末
期
に
は
北
東
北
の
津
軽
地
方
と
越
前
国
と
の
間
に
海
運
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
若
狭
国
に
も
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（37
）
。
こ
こ
に
小
守
護
代
武
田
氏
と
北
方
地
域
と
の
関
係
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
小
守
護
代
武
田
氏
が
若
狭
国
の
実
質
的
経
営
者
た
る
地
位
に
い
た
時
期
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
若
狭
国
の
歴
代
の
守
護
・
守
護
代
・
小
守
護
代
の
就
任
の
時
期
・
名
を
記
し
た
『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』（
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
成
立
）
（
38
）
に
よ
れ
ば
、
応
永
一
三
年
（
一
四
〇
六
）
一
〇
月
の
守
護
代
小
笠
原
氏
の
失
脚
と
同
時
に
、
小
守
護
代
武
田
氏
も
同
職
か
ら
退
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
後
、
小
守
護
代
武
田
氏
お
よ
び
そ
の
後
裔
の
若
狭
国
に
お
け
る
活
動
は
一
切
見
ら
れ
な
く
な
る
。
以
上
、
一
色
氏
時
代
の
若
狭
国
小
守
護
代
武
田
氏
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
筆
者
は
こ
の
系
統
の
武
田
氏
こ
そ
が
、
松
前
氏
祖
武
田
信
広
の
出
自
に
繋
が
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
可
能
性
を
み
て
い
こ
う
。
信
広
の
出
自
を
小
守
護
代
武
田
氏
に
求
め
た
場
合
、
ま
ず
第
一
に
、
信
広
は
「
若
狭
国
の
武
田
氏
」
の
出
自
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
松前氏祖武田信広の出自について 66
こ
の
場
合
②
若
狭
国
出
自
説
を
簡
単
に
ク
リ
ア
で
き
る
。
ま
た
小
守
護
代
武
田
氏
は
応
永
一
三
年
に
失
脚
し
、
以
後
若
狭
国
で
の
活
動
が
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
系
譜
が
途
絶
え
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
仮
に
そ
う
で
は
な
く
、
小
守
護
代
と
し
て
小
浜
在
住
時
に
同
氏
が
日
本
海
交
易
に
関
係
し
て
い
た
可
能
性
か
ら
類
推
し
て
、
失
職
後
に
新
天
地
を
求
め
て
日
本
海
を
北
方
地
域
へ
と
帆
を
進
め
た
と
考
え
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
か
。
同
氏
が
失
脚
後
す
ぐ
に
北
方
地
域
に
来
住
し
た
と
す
れ
ば
、
応
永
一
三
年
か
ら
信
広
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
を
鎮
定
し
た
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
ま
で
約
五
〇
年
も
の
時
間
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
当
時
ま
で
に
、
信
広
が
北
方
地
域
に
お
い
て
同
乱
を
鎮
定
す
る
に
足
る
勢
力
を
保
有
し
得
た
こ
と
の
時
間
的
問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
ご
と
く
、
信
広
が
松
前
藩
祖
足
り
え
る
条
件
と
し
て
日
本
海
交
易
に
従
事
す
る
商
人
的
な
要
素
を
兼
ね
備
え
た
氏
族
の
出
自
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
も
見
事
に
満
た
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
信
広
の
一
代
か
二
代
前
に
あ
た
る
人
物
が
初
め
て
こ
の
地
域
を
訪
れ
、
そ
の
後
信
広
の
代
に
い
た
る
ま
で
数
十
年
の
時
を
か
け
独
自
の
勢
力
を
築
き
上
げ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』
の
一
色
詮
範
の
項
に
「
同
年
（
応
永
四
年
）
武
田
将
監
（
長
純
）
任
若
狭
守
軈
出
家
。
法
名
壽
恩
」
（
傍
線
お
よ
び
（
）
は
筆
者
に
よ
る
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
非
常
に
興
味
深
い
。
史
料
一
な
ど
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
信
広
の
官
途
は
「
若
狭
守
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
方
で
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
の
嫡
流
の
官
途
は
「
大
膳
大
夫
」
や
「
伊
豆
守
」
で
あ
り
、「
若
狭
守
」
は
少
な
く
と
も
信
広
出
生
前
後
の
時
期
に
は
み
ら
れ
な
い
。
信
広
の
官
途
「
若
狭
守
」
は
若
狭
出
身
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
の
僭
称
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
小
守
護
代
武
田
氏
と
信
広
の
官
途
の
一
致
は
、
偶
然
の
産
物
で
あ
る
と
片
付
け
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
信
広
の
義
父
蠣
崎
季
繁
が
、
も
と
は
若
狭
武
田
氏
の
近
臣
で
あ
っ
た
が
罪
あ
っ
て
若
狭
を
去
り
商
船
に
乗
り
渡
道
し
、
安
藤
師
季
の
婿
と
な
り
蠣
崎
修
理
大
夫
と
号
し
て
上
ノ
国
に
居
住
し
た
と
い
う
所
伝（39
）
は
、
小
守
護
代
武
田
氏
の
失
脚
以
後
の
行
動
を
暗
示
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
季
繁
の
渡
道
ま
で
の
所
伝
が
季
繁
自
身
が
経
験
し
た
過
去
で
あ
る
＝
季
繁
が
若
狭
国
出
身
で
あ
る
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と
ま
で
は
言
わ
な
い
。
し
か
し
季
繁
の
所
伝
は
、
若
狭
武
田
氏
の
近
臣
と
い
う
こ
と
を
除
け
ば
、
小
守
護
代
武
田
氏
、
す
な
わ
ち
武
田
信
広
の
出
自
で
あ
ろ
う
一
族
が
辿
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
道
程
を
示
し
て
い
る
と
思
え
て
仕
方
な
い
の
で
あ
る
。
先
の
筆
者
の
推
定
に
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
も
、
こ
の
感
を
強
く
す
る
一
因
で
あ
る
。
最
後
に
、
信
広
の
出
自
を
小
守
護
代
武
田
氏
と
し
た
場
合
、
江
戸
期
の
編
纂
物
に
記
さ
れ
た
①
若
狭
武
田
氏
（
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
）
出
自
説
も
、「
武
田
氏
」
違
い
で
は
あ
る
が
一
面
の
真
実
を
伝
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
前
述
の
ご
と
く
、
近
世
江
戸
期
に
松
前
藩
が
自
己
の
出
自
が
若
狭
武
田
氏
（
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
）
で
あ
る
確
証
を
得
る
た
め
に
数
十
年
に
も
わ
た
り
調
査
を
お
こ
な
っ
た
事
実
は
到
底
理
解
し
難
い
。
お
そ
ら
く
は
当
時
の
松
前
氏
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
自
家
の
出
自
が
若
狭
国
に
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
実
視
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
以
上
、
本
稿
で
は
、
松
前
氏
祖
武
田
信
広
の
出
自
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
、
ま
ず
は
生
没
年
お
よ
び
没
年
齢
の
比
較
に
よ
り
、
近
世
の
編
纂
物
に
記
さ
れ
る
信
広
＝
若
狭
武
田
氏
（
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
）
出
自
説
が
成
立
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。
そ
し
て
信
広
が
若
狭
国
小
守
護
代
武
田
氏
を
出
自
と
す
る
可
能
性
を
新
た
に
提
唱
し
た
。
信
広
を
小
守
護
代
武
田
氏
の
出
自
と
し
た
場
合
、
信
広
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
を
鎮
定
で
き
た
こ
と
も
、
の
ち
に
交
易
に
経
済
基
盤
を
お
く
権
力
を
創
出
で
き
た
こ
と
も
、
い
ず
れ
も
無
理
な
く
理
解
で
き
る
こ
と
は
す
で
に
み
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
信
広
が
小
守
護
代
武
田
氏
を
出
自
と
す
る
こ
と
を
新
た
に
提
案
し
た
に
過
ぎ
ず
、
本
格
的
な
立
証
作
業
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
こ
の
提
案
に
よ
り
、
近
年
の
研
究
で
は
無
視
さ
れ
る
に
等
し
い
扱
い
を
受
け
て
い
た
、
近
世
の
編
纂
物
に
松前氏祖武田信広の出自について 68
記
さ
れ
た
信
広
＝
若
狭
武
田
氏
出
自
説
に
、「
若
狭
の
武
田
氏
が
出
自
で
あ
る
」
と
い
う
所
伝
に
限
り
真
実
を
伝
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
再
評
価
を
与
え
ら
れ
た
と
思
う
。
こ
の
こ
と
は
同
説
の
記
さ
れ
て
い
る
多
く
の
編
纂
物
へ
の
再
検
討
の
必
要
性
を
提
起
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。
省
み
れ
ば
出
自
以
外
の
信
広
に
関
す
る
諸
事
実
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後
は
近
年
の
発
掘
に
よ
り
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
考
古
資
料
な
ど
を
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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註（１
）
十
三
湊
遺
跡
に
関
し
て
は
、
一
九
九
一
年
に
始
ま
っ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
調
査
以
降
、
数
多
く
の
調
査
報
告
書
や
研
究
論
文
お
よ
び
出
版
物
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
近
年
の
代
表
的
な
も
の
の
み
あ
げ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
中
世
都
市
十
三
湊
と
安
藤
氏
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
）、
小
口
雅
史
編
『
津
軽
安
藤
氏
と
北
方
世
界
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
五
年
）、
榊
原
滋
高
「
中
世
港
湾
都
市
十
三
湊
遺
跡
の
発
掘
調
査
」（
村
井
章
介
・
斉
藤
利
男
・
小
口
雅
史
編
『
北
の
環
日
本
海
世
界
―
書
き
か
え
ら
れ
る
津
軽
安
藤
氏
―
』〔
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
〕
所
収
）
な
ど
。
ま
た
勝
山
館
・
夷
王
山
墳
墓
群
に
関
し
て
も
多
数
の
成
果
が
あ
る
が
、
一
九
九
九
年
九
月
に
は
勝
山
館
跡
発
掘
調
査
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
「
上
ノ
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
海
峡
が
つ
な
ぐ
地
域
史
を
掘
る
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
網
野
善
彦
・
石
井
進
編
『
北
か
ら
見
直
す
日
本
史
―
上
之
国
勝
山
館
跡
と
夷
王
山
墳
墓
群
か
ら
み
え
る
も
の
―
』（
大
和
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
こ
の
こ
と
は
日
本
の
南
方
地
域
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
近
年
、
例
え
ば
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
講
談
社
の
『
日
本
の
歴
史
』
シ
リ
ー
ズ
が
、
そ
の
第
一
四
巻
を
『
周
縁
か
ら
見
た
中
世
日
本
』（
大
石
直
正
・
高
良
倉
吉
・
高
橋
公
明
著
、
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）
と
題
し
、
特
に
一
巻
を
立
て
て
中
世
の
北
方
・
南
方
両
地
域
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
ま
た
二
〇
〇
二
年
二
月
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
、
日
本
中
世
史
に
の
み
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
中
央
公
論
新
社
の
『
日
本
の
中
世
』
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
第
一
巻
『
中
世
の
か
た
ち
』（
石
井
進
著
）
に
お
い
て
北
方
地
域
史
に
関
す
る
叙
述
が
全
体
の
四
割
程
度
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
同
シ
リ
ー
ズ
第
五
巻
『
北
の
平
泉
、
南
の
琉
球
』（
入
間
田
宣
夫
・
豊
見
山
和
行
著
、
二
〇
〇
二
年
）
も
南
北
両
地
域
に
関
す
る
叙
述
で
一
巻
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
二
月
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
吉
川
弘
文
館
の
『
日
本
の
時
代
史
』
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
第
一
八
巻
『
琉
球
・
沖
縄
史
の
世
界
』（
豊
見
山
和
行
編
、
二
〇
〇
三
年
）、
第
一
九
巻
『
蝦
夷
島
と
北
方
世
界
』（
菊
池
勇
夫
編
、
二
〇
〇
三
年
）
の
よ
う
に
、
北
方
・
南
方
を
一
巻
ず
つ
に
分
け
て
取
り
上
げ
て
い
る
（
た
だ
し
こ
れ
ら
は
時
代
を
中
世
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
）。
こ
の
よ
う
な
両
地
域
の
取
り
上
げ
方
は
従
来
の
通
史
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
だ
け
を
み
て
も
、
近
年
両
地
域
に
対
す
る
関
心
が
い
か
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
か
が
よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
（
３
）
そ
の
成
果
は
入
間
田
宣
夫
・
小
林
真
人
・
斉
藤
利
男
編
『
北
の
内
海
世
界
―
北
奥
羽
・
蝦
夷
ヶ
島
と
地
域
諸
集
団
―
』（
一
九
九
九
年
）
と
し
て
山
川
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
４
）
そ
の
成
果
は
網
野
善
彦
・
石
井
進
編
『
北
か
ら
見
直
す
日
本
史
―
上
之
国
勝
山
館
跡
と
夷
王
山
墳
墓
群
か
ら
み
え
る
も
の
―
』（
二
〇
〇
一
年
）
と
し
て
大
和
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
５
）
そ
の
成
果
は
村
井
章
介
・
斉
藤
利
男
・
小
口
雅
史
編
『
北
の
環
日
本
海
世
界
―
書
き
か
え
ら
れ
る
津
軽
安
藤
氏
―
』（
二
〇
〇
二
年
）
と
し
て
山
川
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
深
浦
町
で
は
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
九
年
の
九
年
間
に
わ
た
り
「
深
浦
町
民
大
学
―
人
づ
く
り
連
続
歴
史
講
座
」
を
実
施
し
て
お
り
、
深
浦
町
を
は
じ
め
と
す
る
北
方
地
域
の
歴
史
と
文
化
に
関
す
る
町
民
大
学
講
座
を
行
っ
て
い
る
（
詳
細
は
同
書
「
お
わ
り
に
」
を
参
照
の
こ
と
）。
（
６
）
こ
れ
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
一
九
九
三
年
三
月
に
は
青
森
県
南
津
軽
郡
藤
崎
町
に
お
い
て
「
藤
崎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
北
の
中
世
を
考
え
る
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
（
そ
の
成
果
は
小
口
雅
史
編
『
津
軽
安
藤
氏
と
北
方
世
界
』〔
一
九
九
五
年
〕
と
し
て
河
出
書
房
新
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
）。
こ
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
主
要
な
も
の
の
み
取
り
上
げ
た
。
（
７
）
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
日
本
古
代
史
に
お
け
る
北
方
地
域
史
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
こ
と
を
一
応
お
断
り
し
て
お
く
。
今
後
同
研
究
所
に
お
い
て
国
際
日
本
学
研
究
の
一
貫
と
し
て
の
北
方
地
域
史
研
究
が
進
展
し
、
そ
の
研
究
活
動
が
中
世
史
の
分
野
に
ま
で
お
よ
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
中
世
北
方
地
域
史
に
お
け
る
津
軽
海
峡
・
日
本
海
側
に
対
す
る
太
平
洋
側
の
研
究
の
立
ち
遅
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
入
間
田
宣
夫
「
糠
部
・
閉
伊
・
夷
が
島
の
海
民
集
団
と
諸
大
名
」（
註
（
３
）
前
掲
書
所
収
）
に
指
摘
が
あ
る
。
（
８
）
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、『
新
羅
之
記
録
』
は
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
史
料
一
（
一
九
六
九
年
）
所
収
の
奥
尻
松
前
家
本
を
、『
松
前
家
記
』
松前氏祖武田信広の出自について 70
は
『
松
前
町
史
』
史
料
編
　
第
一
巻
（
一
九
七
四
年
）
所
収
の
松
前
家
所
蔵
本
書
写
本
を
、『
下
国
伊
駒
安
陪
姓
之
家
譜
』
は
『
秋
田
県
史
』
第
八
巻
　
中
世
　
史
料
編
（
一
九
九
六
年
）
所
収
の
も
の
を
、『
福
山
秘
府
』
は
『
新
撰
北
海
道
史
』
第
五
巻
　
史
料
一
（
初
版
は
一
九
三
六
年
、
一
九
九
一
年
復
刻
）
所
収
の
北
海
道
庁
所
蔵
本
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。
（
９
）
近
年
、
永
田
富
智
氏
は
信
広
が
若
狭
武
田
氏
の
出
自
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
「
松
前
家
家
祖
武
田
信
広
の
出
自
に
つ
い
て
―
龍
泉
寺
文
書
を
中
心
と
し
て
―
」（『
松
前
藩
と
松
前
』
第
三
七
号
、
一
九
九
五
年
）
を
執
筆
さ
れ
た
。
（
10
）
海
保
嶺
夫
『
中
世
の
蝦
夷
地
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）、
入
間
田
宣
夫
「
北
方
海
域
に
お
け
る
人
の
移
動
と
諸
大
名
」（
註
（
４
）
前
掲
書
所
収
）
・
同
註
（
７
）
論
文
・
同
註
（
２
）
著
書
・
同
「
日
本
史
の
中
の
南
部
氏
」（
七
戸
町
教
育
委
員
会
編
『
中
世
糠
部
の
世
界
と
南
部
氏
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。
（
11
）
石
井
進
「
勝
山
館
へ
の
招
待
―
北
の
世
界
か
ら
日
本
史
を
見
直
す
」（
註
（
４
）
前
掲
書
所
収
）
お
よ
び
註
（
２
）
前
掲
石
井
氏
著
書
第
四
章
な
ど
。
（
12
）
古
く
は
森
嘉
兵
衛
『
日
本
の
武
将
六
六
　
津
軽
南
部
の
抗
争
―
南
部
信
直
―
』（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
）、
白
山
友
正
『
日
本
の
武
将
七
一
ア
イ
ヌ
の
反
乱
―
武
田
信
広
―
』（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
）
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
蠣
崎
信
純
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
東
北
太
平
記
』（
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
編
『
み
ち
の
く
叢
書
２
　
東
北
太
平
記
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
復
刊
）
に
詳
細
な
記
事
が
あ
る
が
虚
飾
の
部
分
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
乱
に
関
す
る
最
近
の
研
究
に
は
、
七
戸
町
教
育
委
員
会
編
『
中
世
糠
部
の
世
界
と
南
部
氏
』（
註
（
10
）
参
照
）
が
あ
る
。
（
13
）
こ
の
こ
と
は
、
小
浜
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
小
浜
市
史
　
社
寺
文
書
編
』（
一
九
七
六
年
）
龍
泉
寺
文
書
の
解
説
、
お
よ
び
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
中
世
若
狭
を
か
け
る
―
若
狭
武
田
氏
と
そ
の
文
化
―
』（
一
九
九
二
年
）、
註
（
９
）
永
田
氏
前
掲
論
文
な
ど
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
特
に
永
田
氏
の
論
文
で
は
、
調
査
当
時
の
松
前
・
小
浜
間
の
往
復
書
簡
を
紹
介
し
て
（「
龍
泉
寺
文
書
」）、
こ
の
件
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
（
14
）
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
　
史
料
一
（
一
九
六
九
年
）
所
収
『
新
羅
之
記
録
』
解
説
参
照
。
（
15
）
当
然
、
そ
れ
ら
の
近
世
の
編
纂
物
に
対
す
る
史
料
批
判
が
必
要
で
あ
る
。
小
林
真
人
氏
は
「
北
海
道
の
戦
国
時
代
と
中
世
ア
イ
ヌ
民
族
の
社
会
と
文
化
」（
註
（
３
）
前
掲
書
所
収
）
に
お
い
て
、『
新
羅
之
記
録
』
の
記
述
を
批
判
的
に
検
討
し
優
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
氏
の
主
た
る
関
心
が
信
広
の
出
自
に
は
な
い
た
め
、
そ
の
こ
と
に
関
す
る
指
摘
は
同
論
文
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
（
16
）
註
（
８
）
参
照
。『
松
前
家
記
』
は
松
前
藩
士
新
田
千
里
編
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
成
立
。
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（
17
）
新
井
白
石
著
（『
新
井
白
石
全
集
』
三
所
収
、
一
九
〇
六
年
）。
（
18
）
註
（
８
）
参
照
。『
福
山
秘
府
』
は
松
前
藩
家
老
松
前
廣
長
の
編
、
安
永
九
年
（
一
七
七
二
）
成
立
。
（
19
）
信
広
の
渡
道
を
嘉
吉
三
年
と
す
る
説
も
あ
る
（
史
料
八
参
照
）。
（
20
）
こ
の
ほ
か
、
信
広
の
事
績
と
し
て
は
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
鎮
圧
後
に
上
ノ
国
の
地
に
数
多
く
の
寺
社
を
建
立
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
が
、
本
稿
の
論
旨
と
は
直
接
関
係
が
な
い
た
め
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。
（
21
）
若
狭
武
田
氏
に
関
す
る
研
究
は
、
註
（
13
）
前
掲
の
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
中
世
若
狭
を
か
け
る
―
若
狭
武
田
氏
と
そ
の
文
化
―
』
の
参
考
文
献
の
項
お
よ
び
『
福
井
県
史
　
通
史
編
２
　
中
世
』（
一
九
九
四
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
（
22
）
『
東
寺
執
行
日
記
』
永
享
一
二
年
五
月
一
五
日
条
ほ
か
。
（
23
）
『
師
郷
記
』
永
享
一
二
年
七
月
二
三
日
条
。
（
24
）
『
宗
賢
卿
記
』
文
明
三
年
六
月
三
日
条
ほ
か
。
（
25
）
『
続
群
書
類
従
』
第
五
輯
下
、
系
図
部
所
収
。
（
26
）
『
群
書
解
題
』
系
譜
部
、
四
一
五
頁
参
照
。
（
27
）
前
述
の
如
く
、
若
狭
国
と
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
と
の
密
接
な
関
係
は
、
信
栄
が
若
狭
国
守
護
職
を
獲
得
し
て
以
来
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
前
に
は
同
国
と
信
繁
流
若
狭
武
田
氏
と
の
関
係
は
全
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（『
福
井
県
史
　
通
史
編
２
　
中
世
』
参
照
）。
こ
の
こ
と
か
ら
信
広
の
実
父
で
あ
る
可
能
性
を
有
す
る
の
は
、
信
栄
ら
三
兄
弟
の
父
信
繁
の
代
ま
で
に
限
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
信
繁
自
身
と
若
狭
国
と
の
関
係
は
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
一
応
確
認
し
て
お
く
。
（
28
）
「
和
人
」
は
、
主
と
し
て
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
関
係
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
る
、
日
本
語
を
母
国
語
と
す
る
人
々
の
別
称
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
の
シ
サ
ム
（
隣
人
）
に
相
当
す
る
。「
和
人
」
と
い
う
言
葉
は
一
七
九
〇
年
代
以
降
に
使
用
さ
れ
は
じ
め
て
お
り
、
中
世
段
階
で
の
使
用
例
は
確
認
さ
れ
な
い
（『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
よ
り
）。
よ
っ
て
本
稿
で
は
便
宜
上
「
」
を
つ
け
て
使
用
し
た
。
（
29
）
註
（
10
）
参
照
。
（
30
）
『
中
世
の
蝦
夷
地
』
二
一
八
頁
よ
り
。
（
31
）
『
蝦
夷
島
奇
観
』（
雄
峰
社
、
一
九
八
二
年
）
佐
々
木
利
和
・
谷
沢
尚
一
解
説
参
照
。
（
32
）
入
間
田
宣
夫
「
北
方
海
域
に
お
け
る
人
の
移
動
と
諸
大
名
」（
註
（
４
）
前
掲
書
所
収
）
一
四
三
・
一
四
四
頁
参
照
。
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（
33
）
佐
藤
進
一
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
―
南
北
朝
期
諸
国
守
護
沿
革
考
証
編
―
　
上
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
）
参
照
。
（
34
）
以
下
、
一
色
氏
時
代
の
若
狭
国
の
守
護
・
守
護
代
・
小
守
護
代
に
つ
い
て
は
、『
福
井
県
史
　
通
史
編
２
　
中
世
』
・
『
小
浜
市
史
　
通
史
編
上
巻
』（
い
ず
れ
も
一
九
九
四
年
）
の
両
書
に
多
く
を
拠
っ
た
。
（
35
）
註
（
34
）
両
書
参
照
。
（
36
）
『
群
書
類
従
』
第
四
輯
、
補
任
部
所
収
。
（
37
）
嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）、
越
前
国
坂
井
郡
の
三
ヶ
浦
・
三
国
湊
の
住
人
ら
が
「
関
東
御
免
津
軽
船
」
の
積
荷
を
差
し
押
さ
え
た
（「
越
中
放
生
津
住
人
則
房
申
状
」〔
大
乗
院
文
書
雑
々
引
付
〕、『
鎌
倉
遺
文
』
二
五
七
九
八
号
）。
こ
の
「
関
東
御
免
津
軽
船
」
と
は
、
鎌
倉
幕
府
に
よ
り
諸
国
津
料
免
除
な
ど
の
特
権
を
付
与
さ
れ
て
、
津
軽
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
海
沿
岸
を
往
来
し
た
船
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（『
福
井
県
史
　
通
史
編
２
　
中
世
』
第
二
章
第
一
節
の
一
、
外
岡
慎
一
郎
氏
執
筆
分
（
三
〇
八
頁
）
お
よ
び
第
五
章
第
二
節
の
一
、
小
泉
義
博
氏
執
筆
分
（
八
四
四
頁
）
を
参
照
）。
ま
た
、
後
年
で
は
あ
る
が
、
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
に
は
若
狭
国
羽
賀
寺
の
再
建
の
た
め
に
、
当
時
の
奥
州
十
三
湊
の
領
主
安
藤
康
季
が
莫
大
な
銭
を
奉
加
し
て
い
る
（「
羽
賀
寺
縁
起
」〔『
羽
賀
寺
文
書
』
四
八
号
〕、『
小
浜
市
史
　
社
寺
文
書
編
』、
一
九
七
六
年
）。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
鎌
倉
末
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
の
時
期
に
北
陸
地
方
と
北
方
地
域
と
を
結
ぶ
東
日
本
海
交
易
が
隆
盛
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
事
例
は
多
々
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
誌
面
の
都
合
上
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
お
そ
ら
く
小
守
護
代
武
田
氏
が
小
浜
で
活
動
し
て
い
た
当
時
も
同
様
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
38
）
『
群
書
類
従
』
補
任
部
所
収
。
同
史
料
の
一
色
満
範
の
項
に
よ
れ
ば
、
応
永
一
三
年
一
二
月
に
は
守
護
代
は
三
方
氏
に
、
小
守
護
代
は
長
法
寺
氏
に
改
変
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
39
）
史
料
二
・
七
お
よ
び
本
稿
第
一
章
参
照
。
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